
1970

た
。
全
国
か
ら
約
一
〇
〇
〇
人
に
お
よ
ぶ
教
官
、
同
窓
生
が
集
ま

っ
た
と
い
う
。
そ
の
際
、
せ
め
て
玄
関
だ
け
で
も
残
そ
う
と
な
っ

て
移
築
さ
れ
た
の
が
、
い
ま
陳
列
館
（
⑧
）
と
正
木
記
念
館
（
⑨
）

の
あ
い
だ
に
あ
る
旧
玄
関
で
あ
る
。

美
術
学
部
の
各
科
の
棟
は
、
敷
地
内
を
ぐ
る
り
と
取
り
囲
む
よ

う
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。
超
高
層
が
ブ
ー
ム
に
な
っ
た
当
時
、
絵

画
棟
の
ほ
か
の
建
物
も
、
高
層
に
な
る
か
と
思
わ
れ
た
。
が
、
そ

う
は
な
ら
な
か
っ
た
。
高
さ
十
五
メ
ー
ト
ル
制
限
の
公
園
法
が
あ

っ
た
か
ら
で
あ
る
。
絵
画
棟
の
場
所
は
、
学
校
の
敷
地
内
で
は
あ

っ
た
が
、
公
園
の
外
だ
っ
た
ら
し
い
。
戦
後
は
、
大
学
院
の
新
設

に
よ
る
学
生
数
の
増
加
、
作
品
の
大
型
化
な
ど
で
、
学
内
ス
ペ
ー

ス
は
狭
く
な
る
一
方
だ
っ
た
。
そ
れ
を
高
層
化
で
ク
リ
ア
で
き
な

か
っ
た
こ
と
が
、
の
ち
の
取
手
校
地
の
開
設
（
九
一
年
）
に
つ
な

が
っ
て
い
く
。

そ
し
て
、
こ
う
し
て
建
て
ら
れ
た
建
物
も
三
十
年
が
た
ち
、
い

ま
再
び
改
築
の
時
期
を
迎
え
て
い
る
。
大
学
美
術
館
の
新
設
（
九

九
年
、
⑩
）、
総
合
芸
術
棟
へ
の
改
築
（
〇
四
年
）
な
ど
、
学
内

景
観
も
ま
た
二
十
一
世
の
姿
に
変
わ
り
つ
つ
あ
る
の
だ
。

（
さ
と
う
・
ど
う
し
ん
／
美
術
学
部
芸
術
学
科
助
教
授
）
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た芸大 第8回 1971～1980年

さ
て
こ
の
第
八
回
は
、
一
九
七
一
年
か
ら
始
ま
る
十
年
の
号

で
あ
る
。
こ
の
一
九
七
〇
年
代
は
、
旧
校
舎
の
相
次
ぐ
改

築
で
、
学
内
景
観
が
一
変
し
た
時
期
だ
っ
た
。
た
だ
、
そ
の
ポ
イ

ン
ト
は
一
九
七
〇
年
に
始
ま
っ
た
た
め
、
そ
こ
か
ら
話
を
始
め
る

こ
と
に
し
た
い
。

一
九
七
〇
年
二
月
、
美
術
学
部
内
の
北
西
端
に
、
地
上
八
階
だ

て
の
高
層
棟
が
突
然
現
わ
れ
た
。
油
画
と
日
本
画
が
入
っ
た
絵
画

棟
（
①
）
で
あ
る
。
ま
だ
木
造
校
舎
も
の
こ
っ
て
い
た
校
内
の
風

景
は
、
ど
こ
か
ら
で
も
見
え
る
こ
の
建
物
の
出
現
で
、
大
き
く
変

わ
っ
た
。
い
ま
で
も
こ
の
絵
画
棟
は
、
上
野
校
地
の
最
高
峰
だ
。

た
だ
で
も
周
囲
よ
り
少
し
高
い
上
野
の
山
に
あ
る
か
ら
、
よ
け
い

高
い
。
上
層
階
か
ら
見
え
る
景
色
は
絶
景
で
、
と
く
に
夜
景
は
、

高
級
ホ
テ
ル
の
ラ
ウ
ン
ジ
な
み
。
い
ま
は
や
り
の
夜
景
が
ウ
リ
の

高
級
マ
ン
シ
ョ
ン
で
も
い
け
そ
う
だ
。
で
も
専
門
棟
だ
か
ら
、
見

ら
れ
る
の
は
そ
こ
の
人
だ
け
。
う
ら
や
ま
し
い
。
私
の
い
る
す
ぐ

と
な
り
の
四
階
だ
て
の
建
物
は
、
こ
こ
か
ら
見
る
と
う
ず
く
ま
っ

て
い
る
よ
う
で
、
悲
し
い
。

震
災
と
戦
災
を
ま
ぬ
が
れ
て
き
た
戦
前
か
ら
の
校
舎
も
、
戦
後

に
な
る
と
、
さ
す
が
に
老
朽
化
が
目
立
ち
は
じ
め
た
。
一
九
五
三

年
か
ら
始
ま
っ
た
改
築
計
画
で
、
六
〇
年
代
に
ま
ず
工
芸
棟
（
六

二
年
、
③
）
と
、
附
属
図
書
館
・
芸
術
資
料
館
（
六
五
年
、
⑥
⑦
）

が
完
成
。
音
楽
学
部
の
改
築
も
、
こ
の
頃
か
ら
始
ま
っ
た
。
そ
し

て
七
〇
年
代
に
入
る
と
、
美
術
学
部
の
旧
校
舎
の
改
築
が
い
っ
せ

い
に
始
ま
る
。
こ
の
十
年
間
は
、
い
つ
も
ど
こ
か
で
工
事
を
し
て

い
る
状
態
だ
っ
た
が
、
こ
こ
で
現
在
に
い
た
る
学
内
景
観
が
で
き

あ
が
っ
た
の
で
あ
る
。

絵
画
棟
に
つ
づ
い
て
、
翌
七
一
年
に
彫
刻
棟
（
②
）、
七
四
年
に

中
央
棟
（
⑤
）、
七
九
年
に
デ
ザ
イ
ン
棟
（
④
）
が
完
成
。
音
楽
学

部
内
の
大
学
会
館
（
七
九
年
）
や
事
務
局
棟
（
本
部
、
七
八
年
）、

奈
良
の
古
美
術
研
究
施
設
（
七
二
年
）、
石
神
井
学
生
寮
（
七
五
年
）

な
ど
も
、
す
べ
て
こ
の
時
期
に
つ
く
ら
れ
た
も
の
だ
。
い
ま
の
中

央
棟
か
ら
彫
刻
棟
に
か
け
て
の
場
所
に
は
、
東
京
美
術
学
校
時
代

か
ら
の
本
館
が
あ
っ
た
。
こ
の
建
物
が
取
り
壊
さ
れ
る
と
き
に
は
、

卒
業
生
の
有
志
に
よ
る
「
本
館
に
さ
よ
な
ら
す
る
会
」
が
開
か
れ

東京芸術大学美術学部1970年

学内景観の一変
相次ぐ改築

日本近代美術史。主要著書『〈日本美術〉誕生―近代日本の「ことば」と戦
略』『明治国家と近代美術―美の政治学』

佐藤道信

美術学部構内
①美術学部絵画棟
②　〃 彫刻棟
③　〃 金工棟
④　〃 工芸・デザイン・建築棟
⑤　〃 中央棟
⑥附属図書館
⑦旧芸術資料館
⑧陳列館
⑨正木記念館
⑩大学美術館
⑪第１守衛所
（『2003年度東京芸術大学概要』より）

美術学部全景（2001年）
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1977
タイムカプセルに乗っ

代
か
ら
数
え
て
、
創
立
九
〇
周
年
を
迎
え
た
。
こ
の
記
念
の
年
の

大
き
な
行
事
の
一
つ
に
、
十
月
一
一
日
か
ら
三
十
日
ま
で
開
催
さ

れ
た
「
楽
器
展
　
ー
東
洋
の
音
・
西
洋
の
音
ー
」
が
あ
っ
た
。
選

ば
れ
た
楽
器
は
、
そ
の
頃
の
教
授
陣
の
専
門
分
野
を
反
映
し
て
い

て
興
味
深
い
。
バ
ロ
ッ
ク
時
代
の
楽
器
、
ヴ
ィ
オ
ラ
・
ダ
・
モ
ー

レ
は
、
ヴ
ィ
オ
ラ
専
門
の
浅
妻
文
樹
教
授
の
発
案
で
あ
っ
た
。
ト

ラ
ン
ペ
ッ
ト
の
中
山
冨
士
雄
教
授
は
、
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
や
バ
ロ
ッ

ク
期
の
管
楽
器
を
担
当
さ
れ
た
。
傑
出
し
た
フ
ル
ー
テ
ィ
ス
ト
で

あ
っ
た
吉
田
雅
夫
教
授
は
一
八
世
紀
か
ら
二
〇
世
紀
ま
で
の
フ
ル

ー
ト
の
歴
史
が
わ
か
る
よ
う
に
、
ク
ヴ
ァ
ン
ツ
・
モ
デ
ル
の
一
鍵

の
も
の
か
ら
ベ
ー
ム
式
の
も
の
ま
で
体
系
的
に
示
さ
れ
た
。
ア
ジ

ア
・
ア
フ
リ
カ
に
フ
ォ
ー
カ
ス
を
あ
て
た
の
は
、
民
族
音
楽
研
究

の
代
名
詞
と
も
な
っ
て
い
た
小
泉
文
夫
教
授
で
あ
る
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ジ
ャ
ワ
島
西
部
の
チ
タ
ー
属
の
楽
器
カ
チ
ャ

ッ
ピ
・
イ
ン
ド
ゥ
ン
と
カ
ッ
チ
ャ
ビ
・
リ
ン
チ
や
打
弦
楽
器
の
チ

ェ
レ
ン
プ
ン
が
、
和
琴
、
楽
筝
、
八
雲
琴
、
さ
ら
に
は
中
国
の
や

朝
鮮
の
弦
楽
器
と
共
に
、「
東
ア
ジ
ア
の
箏
琴
類
」
と
い
う
カ
テ

ゴ
リ
ー
の
も
と
で
展
示
さ
れ
た
。
イ
ラ
ク
の
ジ
ョ
ー
ゼ
と
ル
バ
ー

ブ
は
、
明
清
楽
の
携
琴
や
故
琴
、
そ
し
て
胡
弓
と
共
に
、「
ア
ジ

ア
の
弓
奏
楽
器
」
と
し
て
一
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
さ
れ
た
。
ま
た
、

い
わ
ゆ
る
「
ビ
ル
マ
の
竪
琴
」
サ
ウ
ン
ガ
ウ
は
、
東
ア
フ
リ
カ
と

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
ハ
ー
プ
と
比
較
で
き
る
よ
う
に
陳
列
さ
れ
た
。

北
イ
ン
ド
の
シ
タ
ー
ル
や
サ
ー
ラ
ン
ギ
ー
は
、「
共
鳴
弦
を
持
つ

弦
楽
器
」
と
し
て
、
ヴ
ィ
オ
ラ
・
ダ
・
モ
ー
レ
と
同
じ
コ
ー
ナ
ー

に
並
べ
ら
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
創
立
九
〇
周
年
を
記
念
し
た
楽
器
展
で
は
、
西

洋
楽
器
と
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
の
楽
器
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
野

で
取
り
上
げ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
古
典
主
義
以
降
の
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
音
楽
を
機
軸
と
し
た
音
楽
観
が
相
対
化
さ
れ
、
さ
ら
に

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
音
楽
の
絶
対
性
が
世
界
的
に
崩
れ
は
じ
め
た
プ
ロ
セ

ス
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

（
た
き
い
・
け
い
こ
／
演
奏
芸
術
セ
ン
タ
ー
助
手
）

東
京
音
楽
学
校
で
は
、
明
治
二
十
年
（
一
八
八
七
）
の
創
立

以
来
、
教
材
と
し
て
あ
る
い
は
貴
重
な
歴
史
資
料
と
し
て
、

楽
器
を
購
入
し
て
い
る
。
そ
の
孜
々
た
る
努
力
に
よ
っ
て
、
現
在

で
質
と
量
と
と
も
に
充
実
し
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
で
き
上
が
っ
て

い
る
。

こ
う
し
た
収
集
品
の
最
初
の
展
示
会
は
、
大
正
五
年
（
一
九
一

六
）
十
一
月
に
行
わ
れ
、
期
間
中
の
十
一
月
十
六
日
に
は
、「
皇

后
行
啓
演
奏
会
」
が
催
さ
れ
た
。
当
時
、
音
楽
学
校
の
学
友
会
が

発
行
し
て
い
た
雑
誌
『
音
楽
』
に
よ
る
と
、
生
徒
た
ち
が
「
君
が

代
」
を
合
唱
す
る
な
か
、
皇
后
陛
下
は
「
玉
座
」
に
着
か
れ
、
第

一
部
の
幕
が
開
い
た
。「
早
春
賦
」
の
作
曲
者
と
し
て
知
ら
れ
る

中
田
章
の
オ
ル
ガ
ン
の
独
奏
に
始
ま
っ
て
、
長
坂
好
子
は
ソ
プ
ラ

ノ
独
唱
、
の
ち
に
悲
劇
的
運
命
を
た
ど
っ
た
久
野
ひ
さ
子
は
ピ
ア

ノ
独
奏
、
信
時
潔
は
ル
ー
ビ
ン
ス
タ
イ
ン
の
チ
ェ
ロ
・
ソ
ナ
タ
を

演
奏
し
て
い
る
。
そ
の
第
一
部
終
了
後
、
第
二
部
が
始
ま
る
ま
で

の
休
憩
時
間
に
皇
后
陛
下
は
、「
湯
原
校
長
の
御
先
導
に
て
新
館

に
玉
歩
を
運
ば
せ
給
ひ
」、
別
棟
で
催
さ
れ
て
い
た
楽
器
展
を
ご

覧
に
な
っ
た
。
展
示
会
の
詳
細
は
、
記
録
が
消
失
し
て
い
て
不
明

だ
が
、
こ
の
と
き
の
展
示
品
は
楽
器
だ
け
は
な
か
っ
た
。
雅
楽
、

能
楽
、
声
明
な
ど
の
古
文
書
も
含
ま
れ
て
い
た
。

そ
れ
か
ら
六
十
一
年
を
経
た
昭
和
五
十
二
年
（
一
九
七
七
）、

東
京
芸
術
大
学
音
楽
学
部
は
そ
の
前
身
で
あ
る
東
京
音
楽
学
校
時

東京芸術大学音楽学部1977年

芸大創立90周年
記念「楽器展」

音楽学（ドイツロマン派、および日本洋楽草創期の研究）。主要論文「F・
ダーフィトのエストニア時代」、著書『漱石が聴いたベートーヴェン』

瀧井敬子

左：サーランギー
上：「ビルマの竪琴」サウンガウ

「東京芸術大学創立90周年記念　楽器展」（展
示目録）




